
小学校 総合的な学習の時間 単元プラン（例）

学年 探究課題，単元名

第３学年
（５０時間扱いの例）

探究課題 ごまだしの生産や普及に携わる人々や組織の願いや思いと，それを実現しようとする意義

単元名 自分たちのごまだし料理をつくって紹介しよう

第３学年
（５０時間扱いの例）

探究課題 カボスの生産や普及に携わる人々の願いや思いと，普及に向けての取組

単元名 カボススイーツを開発して，カボスの魅力を発信しよう

第４学年
（７０時間扱いの例）

探究課題 ものづくりの面白さや工夫，自然の不思議さとものづくりに携わる人々の技術や思い

単元名 世界でたった一つの土笛プロジェクト ～運動場の土から世界でたった一つの土笛を作ろう～

第４学年
（７０時間扱いの例）

探究課題 ○○川の環境を守ったり，清流にしたいと活動する組織や人々の思いや願いと，
それを実現しようとする意義

単元名 〇〇川探検隊！～生き物がいる川を大切にしてもらうための取組を進めよう～

第５学年
（７０時間扱いの例）

探究課題 米の生産や米菓作りに携わる人々の取組や願い，努力や創意工夫

単元名 ごはんもりもりプロジェクト ～ 発見！お米の可能性 ～ お米のよいところを発見・発信しよう

第６学年
（７０時間扱いの例）

探究課題 世界農業遺産の仕組みや価値とその維持・継承に向けて取り組む人々の努力や創意工夫と思い
や願い

単元名 世界農業遺産の自慢を発信しよう

第６学年
（７０時間扱いの例）

探究課題 にらの生産・販売や大分市の特産品として宣伝活動に携わる人々の努力や創意工夫と思いや願い

単元名 オリジナルにら料理で大分をPRしよう

それぞれの単元プラン例の内容と関連する
SDGsの目標を示しました。（令和元年１１月）



単元プランの見方①

【探究課題】子どもたちが探究的に関わりを深めるひと・もの・ことを示しています。 （冊子版解説P.73～77）

単元のねらいは，資質・能力の３つの柱で示すとどうしても長くなってしまいます。単元の「要」にするものを抽出すると
焦点化され，明確になります。

単元のめあて（単元名）

○小単元ごとの主な学習活動を，探究の過程に沿って示しています。

○探究の過程は，順序よく繰り返されるわけではなく，順番が前後することや，一つの
活動の中に複数のプロセスが一体化して同時に行われる場合もあることを踏まえて
います。

○体験活動や考えたことの実践なども位置付けています。

期待する振り返りの姿を示しています。



単元プランの見方②

指導の時期

探
究
の
過
程

小単元のめあて

指導の時期・探究の過程に応じた学習活動

※色がついているセルは，多くの場面で活用・発揮されることが考えら
れる資質・能力と学習活動との関連を示しています。

探究の過程において活用・発揮が期待される
各教科等の資質・能力

探
究
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程
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小学校総合的な学習の時間の単元計画（例）【第３学年：５０時間】

単元のねらい：

単元のめあて：

【導入】

社会科の「私たちの市」
の学習から発展させて
「ごまだし」に目を向けさ
せ，名物であるわけに
ついて興味・関心を持た
せる。

【課題の設定】

多くの種類のごまだしを提
示し，「同じ地域なのに，ど
うしてこんなにたくさんの種
類の「ごまだし」があるのだ
ろう」と投げかけ，知ってい
ることを共有する。
（ウェビングマップ）

【情報の収集】

・ごまだしについての情報
集める。

・家族，パンフレット，お店，
地域で活動している団体な
ど。
・GTの支援を受けながら，
実際に作ってみる。（体験
活動）

【整理・分析】

・収集した情報や
体験活動を通して
分かったことを，視
点を決めて分類・
整理する。

【まとめ・表現】

・ごまだしについて分
かったことを，新聞に
まとめる。

・自分たちの力で，ご
まだし作りに挑戦する。
【体験活動】

【情報の収集】

・ごまだしを使った料理を
調べる。

・ごまだしの材料などをお
店の人や家族に聞く。

・調べてきた料理をグルー
プで共有する。

【まとめ・表現】

・選んだ料理を
作って試食する。
【体験活動】

【振り返り】

・パーティに出す料理も
決まったし，レシピも完
成した。いままでお世話
になった人たちを招待し
て，ごまだしパーティを
成功させたい。パーティ
の準備を頑張りたい。

【課題の設定】

・ごまだしパーティを
成功させるための内
容と準備はどのよう
にすればよいか。

【情報収集】

・パーティの内容についての
アイディアを出し合う。

・アイディアを実現するための
準備について調べる。

【整理・分析】

・それぞれのアイディ
アを，「みんなが楽し
める」「準備が簡単」な
どの視点で話し合う。

【振り返り】

・ごまだしパーティを成功させるこ
とができてよかった。調べたことや
まとめたことを，家族や地域の人
たち，他の学年の人にも伝えたい。

【単元の振り返り】（期待する姿）

・１年間学習してきて，ごまだしのことがよく分かった。自分たちで作ったごまだしが，とても美味しくできてよかった。今までごまだしについて詳しくなかったけど，「ごまだしうどん大作戦」の人
たちがやっていることや，いろいろな料理に使えることが分かってよかった。みんなと力を合わせてパーティを成功させることができたので，がんばってきてよかったと思う。 など

小
単
元
３

【小単元２のめあて】自分たちのオリジナルごまだし料理をつくろう！
小
単
元
２

【小単元３のめあて】お世話になった人たちを招待して，ごまだしパーティを開こう！

小
単
元
１

【小単元１のめあて】みんなで解決していく課題をつくろう

20ｈ

15ｈ

15ｈ

【振り返り】

・古くからごまだしが作られてい
る理由が分かった。ごまだしに
ついて調べたり，自分たちだけ
で作ったりしてみて，使い方がた
くさんあることが分かった。自分
たちのごまだし料理にも挑戦し
て，みんなでパーティをしたい。

【課題の設定】

・自分たちの力で
ごまだし料理をつ
くるために，必要
なことは何だろう
か？

【整理・分析】

・調べたり，考えたりしたご
まだし料理から，パーティ
に出す料理を決める。

・「一度にたくさん作れる」
「簡単にできる」「時間が
かからない」３つの視点で，
マトリックスを使って話し
合う。

【整理・分析】

・試食の結果を
受けて，パーティ
に出す料理を決
める。
・P&Sシートを
使って，改善策
を考える。

準
備

【まとめ・表現】

・これまでに考えたり取り組んで
きたりしたことを，相手意識や目
的意識を明確にしてまとめる。
・ごまだしパーティを開く。

【まとめ・表現】

・パーティに出す
ことになったごま
だし料理の作り
方をレシピにまと
める。

国語科との関連

佐伯の郷土料理であるごまだしについての探究的な学習を通して，地域活性化に関わる人々の思いや願いを知るとともに，地域の食や活動
に関心をもち進んで関わろうとするようにする。

自分たちのごまだし料理をつくって紹介しよう

探究課題（例）： ごまだしの生産や普及に携わる人々や組織の願いや思いと，それを実現しようとする意義



本単元と関連して育成を目指す各教科等の資質・能力（例）
単元名： 自分たちのごまだし料理をつくって紹介しよう（小学校第３学年：５０時間）

時期 ９月～１０月 １１月～１月 ２月～３月

探究の
過程

ごまだしについて調べたり体験したりした
ことや考えたことをまとめ，課題をつくる

（１５時間）

自分たちのオリジナルごまだし料理をつくろう！
（２０時間）

お世話になった人たちを招待して，
ごまだしパーティを開こう（１５時間）

課題設定 社会科の「私たちの市」の学習から発展させて「ご
まだし」に目を向けさせ，名物であるわけについて
興味・関心を持たせる。

多くの種類のごまだしを提示し，「同じ地域なのに，
どうしてこんなにたくさんの種類の「ごまだし」があ
るのだろう」と投げかけ，知っていることを共有す
る。（ウェビングマップ）

・自分たちの力でごまだし料理をつくるために，必要なこと
は何だろうか？

・ごまだしパーティを成功させるための内容と
準備はどのようにすればよいか。

情報収集 ・ごまだしについての情報集める。

・家族，パンフレット，お店，地域で活動している団
体など。
・GTの支援を受けながら，実際に作ってみる。（体
験活動）

・ごまだしを使った料理を調べる。
・ごまだしの材料などをお店の人や家族に聞く。
・調べてきた料理をグループで共有する。

・パーティの内容についてのアイディアを出し
合う。

・アイディアを実現するための準備について
調べる。

整理分析 ・収集した情報や体験活動を通して分かったことを，
視点を決めて分類・整理する。

【整理・分析①】

・調べたり，考えたりしたご
まだし料理から，パーティに
出す料理を決める。

・「一度にたくさん作れる」
「簡単にできる」「時間がか
からない」３つの視点で，マ
トリックスを使って話し合う。

【整理・分析②】

・試食の結果を受けて，
パーティに出す料理を決
める。
・P&Sシートを使って，改
善策を考える。

・それぞれのアイディアを，「みんなが楽しめ
る」「準備が簡単」などの視点で話し合う。

まとめ
表現
振り返り

・ごまだしについて分かったことを，新聞にまとめ
る。

・自分たちの力で，ごまだし作りに挑戦する。【体
験活動】
【期待する振り返り】

・古くからごまだしが作られている理由が分かった。
ごまだしについて調べたり，自分たちだけで作った
りしてみて，使い方がたくさんあることが分かった。
自分たちのごまだし料理にも挑戦して，みんなで
パーティをしたい。

【まとめ・表現①】

・選んだ料理を作って試食
する。
【体験活動】

【まとめ・表現②】

・パーティに出すことに
なったごまだし料理の作
り方をレシピにまとめる。

・パーティに出す料理も
決まったし，レシピも完
成した。いままでお世話
になった人たちを招待し
て，ごまだしパーティを成
功させたい。パーティの
準備を頑張りたい。

【まとめ・表現】

・これまでに考えたり取り組んできたりしたこ
とを，相手意識や目的意識を明確にしてまと
める。
・ごまだしパーティを開く。

【期待する振り返り】

・ごまだしパーティを成功させることができて
よかった。調べたことやまとめたことを，家族
や地域の人たち，他の学年の人にも伝えた
い。

【社会】「働く人とわたしたちのくらし」

・お客の願いと店の工夫のかかわりについて
考え表現する。（思・判・表）

・さまざまな店や買い物の仕方のよさや自分の
暮らしとのつながりについて考え，表現する。
（思・判・表）

・視点を決めて観察したり，買い物客へインタ
ビューしたりして，必要な情報を集める。（技）

【国語】「本で調べよう」

・知りたいことに応じて，本を
選んで調べる。

【国語】「話し合ってみんなの
考えをまとめよう」（話す・聞
く）

・話し合っている内容をよく
聞き，互いの考えの共通点
や相違点を考えながら，議
題からそれないように発言
する。 （思・判・表）

【社会】「働く人とわたしたちのくらし」

・見学でわかったことを観点に沿って出
し合い，それらを分類したり，関連付け
たりしながらまとめる。（思・判・表）

・店や工場，農家の仕事は自分たちとか
かわりがあり，自分たちの暮らしを支え
ていることを考え，ちらしやノートに表現
する。（思・判・表）

【国語】「発見ノートを作ろ
う」（書く）

・関心のあることなどから
書くことを決め，相手や目
的に応じて，書くうえで必
要な事柄を調べて「発見
ノート」に書く。（思・判・
表）

【国語】「生き物のとく
ちょうをくらべて書こ
う」（書く）

・事柄の特徴を明確
にし，目的や必要に
応じて理由や根拠を
あげて書く。（思・判・
表）

【国語】「たからも
のを紹介しよう」
（話す・聞く）

・スピーチメモを
もとに，理由をあ
げて筋道を立て
てわかりやすく話
す。（技）

【国語】「調べたこ
とをほうこくしよう」
（話す・聞く／書く）

・書こうとすること
の中心を明確にし
て，目的や必要に
応じて書く。 （思・
判・表）

「考えるための技法」の活用

【国語】「調べてほうこくしよ
う」（話す・聞く）

・相手や目的に応じて，必要
な事柄について適切にイン
タビューをしたり，資料を
使って調べ，報告する。（思・
判・表）

【国語】「中心場面を明らか
にして書こう」（書く）

・段落相互の関係などに注
意して，中心場面を決めて
様子が伝わるように書く。
（思・判・表）

※佐伯地区
の実践から



小学校総合的な学習の時間の単元計画（例）【第３学年：５０時間】

単元のねらい：

単元のめあて：

【導入】

スーパーで売られてい
るカボスの加工品を紹
介し，「カボス」に目を向
けさせ，カボスが大分の
特産品であることに興
味・関心を持たせる。

【課題の設定】

カボスとスダチの全国での
知名度のデータを提示し，
「なぜカボスは知名度が低
いのか」と疑問を持たせ，予
想を広げて共有する。
（ウェビングマップ）

【情報の収集】
・家族や親戚に聞く。

・スダチについての情報を
集める。（生産する団体へ
のＦＡＸ等）

・地域のカボス農家と交流
する。

【整理・分析】

・収集した情報や
体験活動を通して
分かったことを，視
点を決めて分類・
整理する。

【まとめ・表現】

・カボスについて分
かったことを，報告文
にまとめる。

【情報の収集】

・カボスの加工品を詳しく調
べる。

・カボスのイメージや食べ
てみたい料理等について
家族や親戚に聞く。

・調べてきた加工品や聞い
てきたことをクラスで共有
する。

【情報の収集】

・地域のスイーツ店に
行って，商品を見たり
シェフに聞いたりして，
開発できそうなスイーツ
を調べよう。

・スイーツを候補の中か
ら１つに決定するため
にフリップボードを持っ
て街頭調査に行こう。

【振り返り】

・街頭調査で会った人やシェフの
おかげでムースが作れた。この
ムースを多くの人に食べてもらっ
て，カボスの魅力を発信したい。

【課題の設定】

・大分駅で配ろうよ。
配るときに，パンフ
レットを付けたらどう
かな。

【振り返り】

・大分駅でたくさんの人にカボス
ムースとパンフレットを渡せた。街
の人が「おいしい。」や，カボスの木
の秘密について「初めて知った。」と
言ってくれて目的が達成できた。

【単元の振り返り】（期待する姿）

・１年間の学習でカボスのことがよく分かった。また，カボスを作っている人の苦労や喜びを知ってカボスがもっともっと好きになった。大分駅でカボスムースを食べた人がおいしいと言ってく
れて嬉しかった。けんかや失敗もしたけど，みんなでたくさん考えてこの活動が成功したので，みんなの力が合わさるともっとがんばれると思った。関わってくれた人にも感謝したい。 など

小
単
元
３

【小単元２のめあて】カボススイーツを開発しよう
小
単
元
２

【小単元３のめあて】カボスムースを地域の人に食べてもらって，カボスの魅力を発信しよう

小
単
元
１

【小単元１のめあて】カボスについて調べよう

15ｈ

20ｈ

15ｈ

【振り返り】

・スダチとカボスの違いが分かっ
た。それぞれに良さがあり，生産
している人は一生懸命作って，
魅力を多くの人に知ってもらい
たいという願いや思いを持って
いることがわかった。大分に住
む僕たちがカボスの魅力を発信
していきたい。

【課題の設定】

・カボスの知名度
を上げるために，
自分たちの力でカ
ボスの魅力を発信
するにはどのよう
な方法が良いのだ
ろうか。

【整理・分析】

・意外性や実現可能性等
の視点から，カボスの魅
力を発信する方法を整
理・分析する。

【課題の設定】

・スイーツ開発がよさそう
だけど，どんなスイーツが
作れるのだろうか。

準
備

【まとめ・表現】

・わかりやすいパンフ
レットができた。

・大分駅でたくさんの
人にカボスムースを食
べてもらおう。

【整理・分析】

・街頭調査の結
果はムースが多
かった。シェフか
ら聞いたレシピ
で本当に作れる
のか，ムースを
作ってみよう。

大分県の特産品であるカボスについての探究的な学習を通して，カボスの生産や普及に携わる人々の願いや思いを知るとともに，地域の特
産品や携わる人々に関心をもち進んで関わろうとするようにする。

カボススイーツを開発して，カボスの魅力を発信しよう

探究課題（例）： カボスの生産や普及に携わる人々の願いや思いと，普及に向けての取組

社会科との関連 国語科との関連

【まとめ・表現】

・いよいよムース作りだ。僕
たちにもムースが作れた。

【まとめ・表現】

・自分たちの学習活
動の目的や経緯，

カボスの魅力等をパ
ンフレットにまとめる。

【情報の収集】

・自分たちが伝えたい
ことが伝わるのか，
先生たちにパンフレッ
トを見てもらおう。

【整理・分析】

・Ｐ＆Ｓシートを使って
パンフレットをよりよく
するための改善策を
考える。

国語科との関連

算数科との関連

社会科との関連

国語科との関連



本単元と関連して育成を目指す各教科等の資質・能力（例）
単元名： カボススイーツを開発して，カボスの魅力を発信しよう（小学校第３学年：５０時間）

時期 ９月～１０月 １１月～１月 ２月～３月

探究の
過程

カボスについて調べる過程で，体験したり
考えたりしたことをまとめ，課題をつくる

（１５時間）

カボススイーツを開発しよう！
（２０時間）

カボスムースを地域の人に食べてもらって，
カボスの魅力を発信しよう

（１５時間）

課題設定 ・スーパーで売られているカボスの加工品を紹
介し，「カボス」に目を向けさせ，カボスが大分
の特産品であることに興味・関心を持たせる。

・カボスとスダチの全国での知名度のデータを
提示し，「なぜカボスは知名度が低いのか」と
疑問を持たせ，予想を広げて共有する。
（ウェビングマップ）

【課題設定①】

・カボスの知名度を上
げるために，自分たち
の力でカボスの魅力を
発信するにはどのよう
な方法が良いのだろう
か。

【課題設定②】

・スイーツ開発がよさそう
だけど，どんなスイーツが
作れるのだろうか。

・大分駅で配ろうよ。配るときに，パンフレットを付け
たらどうかな。

情報収集 ・家族や親戚に聞く。

・スダチについての情報を集める。（生産する
団体へのＦＡＸ等）
・地域のカボス農家と交流する。

【情報の取集①】

・カボスの加工品を詳
しく調べる。

・カボスのイメージや
食べてみたい料理等
について家族や親戚
に聞く。

・調べてきた加工品や
聞いてきたことをクラ
スで共有する。

【情報の収集②】

・地域のスイーツ店に行っ
て，商品を見たりシェフに
聞いたりして，開発できそ
うなスイーツを調べよう。

・スイーツを候補の中から
１つに決定するためにフ
リップボードを持って街頭
調査に行こう。

・自分たちが伝えたいことが伝
わるのか，先生たちにパンフ
レットを見てもらおう。

整理分析 ・収集した情報や体験活動を通して分かったこ
とを，視点を決めて分類・整理する。

【整理・分析①】

・意外性や実現可能性
等の視点から，カボス
の魅力を発信する方
法を整理・分析する。

【整理・分析②】

・街頭調査の結果はムー
スが多かった。シェフから
聞いたレシピで本当に作
れるのか，ムースを作っ
てみよう。

・Ｐ＆Ｓシートを使ってパンフ
レットをよりよくするための改善
策を考える。

まとめ
表現
振り返り

・カボスについて分かったことを，報告文にまと
める。

【期待する振り返り】

・スダチとカボスの違いが分かった。それぞれ
に良さがあり，生産している人は一生懸命作っ
て，魅力を多くの人に知ってもらいたいという
願いや思いを持っていることがわかった。大分
に住む僕たちがカボスの魅力を発信していき
たい。

・いよいよムース作りだ。僕たちにもムースが作れた。

【期待する振り返り】

・街頭調査で会った人やシェフのおかげでムースが
作れた。このムースを多くの人に食べてもらって，カ
ボスの魅力を発信したい。

【まとめ・表現①】

・自分たちの学習
活動の目的や経
緯，カボスの魅力
等をパンフレット
にまとめる。

【まとめ・表現②】

・わかりやすいパンフレットが
できた。

・大分駅でたくさんの人にカボ
スムースを食べてもらおう。

【期待する振り返り】

街の人が「おいしい。」や，カボ
スの木の秘密について「初め
て知った。」と言ってくれて目的
が達成できた。

【社会】「地域の人々の生産
や販売」

・地域の人々の生産や販売
の仕事の工夫を自分たちの
生活と関連付けて考え適切
に表現している。（思・判・
表）

「考えるための技法」の活用

【国語】「調べてほうこくしよ
う」

・書こうとすることの中心を
明確にし，目的や必要に応
じて理由や事例を挙げて書
いている。（書く）

【算数】「重さ」

・重さを単位や計器を適切に
選んで測定することができる。
（技能）

【算数】「時刻と時間」

・日常生活の中で必要となる
時刻と時間を求めることがで
きる。（技能）

【国語】「気持ちをつたえる話
し方・聞き方」

・言葉には，考えたことや
思ったことを表す働きがある
ことに気付いている。（伝国）

【国語】「調べてほうこくしよ
う」

・相手や目的に応じて，理由
や事例などを挙げながら筋
道を立て，丁寧な言葉を用
いるなど適切な言葉遣いで
話している。（話す・聞く）

※大分大学教育学部附属小学校の実践から



小学校総合的な学習の時間の単元計画（例）【第４学年：７０時間】

単元のねらい：

単元のめあて：

【情報収集】

・インターネットや本，身近な人への取材な
どから土笛の作り方や材料について情報
を収集する。

【整理・分析】

・土笛を作るための粘土に必要
な情報を土マップや粘土レシピ
に整理し，適した土や工程を分
析する。

【まとめ・表現】

・土マップや粘土レシピをもと
に，土笛を作るための粘土を
作る。

【整理・分析】

・調べて分かったこと
を，土笛レシピに整理
する。

【振り返り・知の更新】

・土笛はできたけど，音がきれいに鳴らない。音
の出し方はどうするのかな？

・みんなの音がバラバラ。これで，演奏ができる
のかな？音をそろえることができるのかな？

【課題の設定】

◆土笛できれいな音を出すにはど
うすればいいのかな？
◆土笛で音階は作れるのかな？

【情報の収集】
・本や映像から音の出し方を研究する。

・音がきれいに出ている友だちにコツ
を聞く。

【整理・分析】

◆息を入れる角度や穴のふ
さぎ方で音が変わるみたい。

◆音階を調べる方法はある
のかな？

【振り返り・知の更新】

・苦労したけど音がきれい
に出せるようになった。今
度は，演奏会をしてお家
の人たちに聞かせたいな。

【単元の振り返り】（期待する姿）

・分からないことはとことん調べたりいろんな人に聞いたりして解決してきた。何回も失敗して苦労したけど，そのたびにみんなで原因をさぐって改善し，協力してうまくできた時や，演奏会でた
くさんの人たちに聞いてもらったときにはとてもうれしかった。自分たちでできたという達成感があった。助けてくれた人たちに感謝の気持ちを伝えたい。 など

小
単
元
３

【小単元２のめあて】世界でたった一つの土笛を作ろう【土笛編】
小
単
元
２

【小単元３のめあて】世界でたった一つの土笛を作ろう【音編】

小
単
元
１

【小単元１のめあて】世界でたった一つの土笛を作ろう【粘土編】

25ｈ

10ｈ

20ｈ

【課題の設定】

・自分たちが作った粘土で土笛を
作る。
◆土笛はどうやって作るのかな？

【情報の収集】
・インターネットや本で成形の方法を調べる。

・粘土作りの経験を活かし，大学職員や歴
史資料館職員をＧＴとして招き，作り方を聞く。

【まとめ・表現】

・土笛レシピを
もとに土笛の成
形・乾燥をする。

【まとめ・表現】

・身近な楽器を使って近い
音をさがそう。
・100％正確にするための
方法にチューニングがある。

【体験活動】

・ピカピカどろだんご選手権の楽しい体験から，土に
は違いがあることが分かる。
【課題の設定】
◆土でもっと何かやりたい！
◆土で作れるものはあるのかな？

【振り返り・知の更新】

◆調べた通りに粘土を作って
みたけど,土や水の量など分
からないことも多くて自己流
になっていることが分かった。
専門家に聞いてみたいな。

音楽との関連

世界でたった一つの土笛プロジェクト ～運動場の土から世界でたった一つの土笛を作ろう～

図工との関連

土笛を作ったり，演奏したりする活動を通して，地域の自然のよさやものづくりに携わる人々の思いに気付くとともに，ものづくりの楽しさを体感し進ん
で活動するようにする。

探究課題（例）： ものづくりの面白さや工夫，自然の不思議さとものづくりに携わる人々の技術や思い

小
単
元
４

15ｈ

【小単元４のめあて】世界でたった一つの土笛演奏会をひらこう。

【課題の設定】

・自分たちが作った土笛で演奏会
を開く。
◆どんな曲がいいかな？

◆どうすれば思い出に残る演奏会
になるかな？

【情報の収集】
・演奏できそうな曲を探す。

【整理・分析】

◆チキチキバンバンはよく
知っているし，全校のみんな
にもなじみの曲だから，演奏
したい！
◆ほかの曲もできそう。

音楽との関連

【まとめ・表現】

・みんなで練習して二分
の一成人式で発表する。

【振り返り・知の更新】

・二分の一成人式での演奏で，自分た
ちが頑張ってきたことを紹介することが
できた。次は，全校のみんなや先生たち
にも聞かせたいな。

図工との関連

音楽との関連

国語科との関連

国語科との関連



本単元と関連して育成を目指す各教科等の資質・能力（例）
単元名： 世界でたった一つの土笛プロジェクト（小学校第４学年：７０時間）

時期 ５月～７月 ９月～１０月 １１月～１２月 １月～３月

探究の
過程

世界でたった一つの
土笛をつくろう
【粘土編】
（２５時間）

世界でたった一つの
土笛をつくろう
【土笛編】
（１０時間）

世界でたった一つの
土笛をつくろう
【音編】
（２０時間）

世界でたった一つの
土笛演奏会をひらこう

（１５時間）

課題設定 【体験活動】

・ピカピカどろだんご選手権の
楽しい体験から，土には違いが
あることが分かる。
【課題の設定】
◆土でもっと何かやりたい！

◆土で作れるものはあるのか
な？

【課題の設定】

・自分たちが作った粘土で土笛を作
る。
◆土笛はどうやって作るのかな？

【課題の設定】

◆土笛できれいな音を出すにはどうすれ
ばいいのかな？
◆土笛で音階は作れるのかな？

【課題の設定】
・自分たちが作った土笛で演奏会を開く。
◆どんな曲がいいかな？

◆どうすれば思い出に残る演奏会にな
るかな？

情報収集 ・インターネットや本，身近な人
への取材などから土笛の作り
方や材料について情報を収集
する。

・インターネットや本で成形の方法を
調べる。

・粘土作りの経験を活かし，大学職
員や歴史資料館職員をＧＴとして招
き，作り方を聞く。

・本や映像から音の出し方を研究する。

・音がきれいに出ている友だちにコツを聞
く。

・演奏できそうな曲を探す。

整理分析 ・土笛を作るための粘土に必要
な情報を土マップや粘土レシピ
に整理し，適した土や工程を分
析する。

・調べて分かったことを，土笛レシピ
に整理する。

◆息を入れる角度や穴のふさぎ方で音が
変わるみたい。
◆音階を調べる方法はあるのかな？

◆チキチキバンバンはよく知っているし，
全校のみんなにもなじみの曲だから，
演奏したい！
◆ほかの曲もできそう。

まとめ
表現
振り返り

【まとめ・表現】

・土マップや粘土レシピをもとに，
土笛を作るための粘土を作る。
【振り返り・知の更新】

◆調べた通りに粘土を作って
みたけど,土や水の量など分か
らないことも多くて自己流に
なっていることが分かった。専
門家に聞いてみたいな。

【まとめ・表現】

・土笛レシピをもとに土笛の成形・乾
燥をする。
【振り返り・知の更新】

・土笛はできたけど，音がきれいに
鳴らない。音の出し方はどうするの
かな？

・みんなの音がバラバラ。これで，演
奏ができるのかな？音をそろえるこ
とができるのかな？

【まとめ・表現】
・身近な楽器を使って近い音をさがそう。
・100％正確にするための方法にチューニ
ングがある。
【振り返り・知の更新】

・苦労したけど音がきれいに出せるように
なった。今度は，演奏会をしてお家の人
たちに聞かせたいな。

【まとめ・表現】

・みんなで練習して二分の一成人式で
発表する。
【振り返り・知の更新】

・二分の一成人式での演奏で，自分た
ちが頑張ってきたことを紹介することが
できた。次は，全校のみんなや先生た
ちにも聞かせたいな。

【国語】「命をつなぐレッドデータ
ブックを作ろう」（読む）

・目的を意識して，中心となる語や
分を見つけて要約すること（思・読
ウ）

【音楽】「拍の流れにのってリズ
ムを感じ取ろう」（３年・既習）

・音楽を形づくっている要素及
びそれらに関わる音符，休符，
記号や用語について理解する
こと。（共通事項・知）

【国語】「学級の問題につ
いて話し合おう」（話す・聞
く）

・目的を意識して，日常生
活の中から話題を決め，
集めた材料を比較したり
分類したりして，伝えあう
ために必要な事柄を選ぶ
こと。（思・話聞ア）

・相手に伝わるように，理
由や事例などを挙げなが
ら，ア話の中心が明確に
なるよう話の構成を考える
こと。
（思・話聞イ）

【国語】「学級新聞を作ろう」（書く）

・書く内容の中心を明確にし，内容のまとま
りで段落をつくったり，段落相互の関係に
注意したりして，文章の構成を考えること
（思・書イ）

「考えるための技法」の活用

【図工】「すなや土となかよ
し」(１年・既習)
・身近な自然物の形や色
などを基に造形的な活動
を思いつくことや，感覚や
気持ちを生かしながら，ど
のように活動するかにつ
いて考える。（思・判・表）

【図工】「立ち上がれ粘土」

・対象や事象を捉える造形
的な視点について自分の
感覚や行為を通して分か
るとともに，手や体全体を
十分に働かせ材料や用具
を使い，表し方などを工夫
して，創造的につくったり
表したりすることができる
ようにする。（知・技）

・材料や用具を適切に扱う
とともに，前学年までの材
料や用具についての経験
を生かし，組み合わせたり，
切ったり，つないだり，形を
変えたりするなどして，工
夫して作ること（技）

※大分大学教育学部附属小学校の実践から



小学校総合的な学習の時間の単元計画（例）【第４学年】

単元のねらい：

単元のめあて：

【情報収集】

・〇〇川の生き物を見たり飼ったりし
たことがあるか，学校のみんなに尋ね
る。

・アンケート結果や飼育している生き
物の状況から，今後の活動を考える。

【整理・分析】

・アンケート結果について，
視点を決めて分類・整理する。

・これまでに飼育，観察した
生き物の状況を，視点を決
めて分類する。

【振り返り】

・〇〇川の生き物を見たり
飼ったりしている人が少な
くて驚いた。たくさんの生
き物がいる〇〇川の環境
などについても調べ，生き
物を元気に飼えるようにし
たい。

【整理・分析】

・調べて分かったことを，視
点を決めて分類する。

◆生き物がもともとすんで
いた環境に近づけることが
大切だ！

【振り返り】

・何度も〇〇川に出かけて川の様
子や生き物の様子を調べてみて，
〇〇川のことが好きになった。み
んなにもこの川のことを好きに
なってほしいけど，ゴミの多さが
気になった。〇〇川のゴミを減ら
すことはできないだろうか？

【課題の設定】

◆生き物がいる川
を大切にしてもらう
ためには，どのよ
うな取組を進めれ
ばよいだろうか？

【情報の収集】
◆〇〇川源流探検
◆クリーンキャンペーン
◆生き物捕まえ隊
◆教室の生き物紹介！
◆チラシやポスター製作
・それぞれの活動に必要な情報を収集する。

【整理分析】

・自分たちが実行した
取組に参加した人々
のアンケート結果を
整理する。

◆〇〇川のことが好
きになってくれたか？

【まとめ・表現】

・取組に対する意見をまと
める。

・これまで飼ってきた生き
物を〇〇川へ返す。
・お別れの会を開く。

【単元の振り返り】（期待する姿）

・１年間学習してきて，自分たちの〇〇川にはたくさんの生き物がいることや，〇〇川を大切にしていこうとしている人々がいることが分かった。学校（教室）で生き物を飼うためにみんなで協
力したこともがんばった。〇〇川を大切にするための取組も進めてきたけど，これで終わりにするのではなく，自分にできることはこれからも取り組んでいきたい。 など

小
単
元
３

【小単元２のめあて】生き物を元気に飼えるように〇〇川のことをもっと知ろう
小
単
元
２

【小単元３のめあて】生き物がいる〇〇川を大切にしてもらうための取組を進めよう

小
単
元
１

【小単元１のめあて】〇〇川の生き物を元気に育てよう

20ｈ

20ｈ

30ｈ

【課題の設定】
・夏休みの自由研究発表会を行う。

◆せっかく捕ってきても，生き物が死ん
でしまう。教室で飼っている生き物を元
気に飼うようにするには，どうすればい
いのだろう？

・教室で飼っている生き物をどうすること
が幸せなのか調べたり話し合ったりする。

【情報の収集】

・〇〇川の水は，日にちや時間に
よってどのように変わっているのか
調べる。

・満潮，干潮のときの水の深さや流
れ，水質等について，生き物の生息
と関連付けて調べる。
・川の環境に詳しい方をGTとして招
く。

【まとめ・表現】

・生き物のことや調べ
たことを新聞などにま
とめる。

・現在の〇〇川の環
境について，気になっ
た点を話し合う。

【まとめ・表現】

・みんなの意見をもとに，取
組内容を見直す。（生き物
の解説を増やす，宣伝活動
をする，等）

・新たな取組についても考
える。

【体験活動】

・〇〇川に生き物を捕りに行き，学校
等で飼育するための環境を整える
◆〇〇川の生き物を元気に育てよう！

◆学校や地域のみんなは，〇〇川の
生き物を知っているのかな？

実
行

【課題の設定】

◆生き物を元気に飼ったり，
〇〇川のことをもっと知っ
てもらうためにはどうすれ
ばいいのかな？

実
行

理科との関連

〇〇川探検隊！～生き物がいる川を大切にしてもらうための取組を進めよう～

国語科との関連

〇〇川の生き物との関わりや生き物に関する調査活動，川の環境を守るための取組をしている人々と関わる探究的な学習を通して，〇〇川の生き物
やそれを取り巻く環境，人々とのかかわりについて理解し，進んで生き物や人々に関わったり，生き物が暮らしやすい環境に改善したりしようとするよ
うにする。

探究課題（例）： ○○川の環境を守ったり，清流にしたいと活動する組織や人々の思いや願いと，それを実現しようとする意義



本単元と関連して育成を目指す各教科等の資質・能力
単元名： 〇〇川探検隊！～生き物がいる川を大切にしてもらうための取組を進めよう～（小学校第４学年：７０時間）

時期 ５月～７月 ９月～１月 ２月～３月

探究の
過程

〇〇川の生き物を元気に育てよう
（２０時間）

生き物を元気に飼えるように〇〇川のことを
もっと知ろう（２０時間）

生き物がいる〇〇川を大切にしてもらうための
取組を進めよう（３０時間）

課題設定 【体験活動】

・〇〇川に生き物を捕りに行き，学校等で
飼育するための環境を整える
◆〇〇川の生き物を元気に育てよう！

◆学校や地域のみんなは，〇〇川の生き
物を知っているのかな？

【課題の設定】
・夏休みの自由研究発表会を行う。

◆せっかく捕ってきても，生き物が死んでしまう。教室
で飼っている生き物を元気に飼うようにするには，どう
すればいいのだろう？

・教室で飼っている生き物をどうすることが幸せなのか
調べたり話し合ったりする。

◆生き物がいる川を大切にしてもらうためには，どのよ
うな取組を進めればよいだろうか？

情報収集 ・〇〇川の生き物を見たり飼ったりしたこと
があるか，学校のみんなに尋ねる。

・アンケート結果や飼育している生き物の
状況から，今後の活動を考える。

・〇〇川の水は，日にちや時間によってどのように変
わっているのか調べる。

・満潮，干潮のときの水の深さや流れ，水質等について，
生き物の生息と関連付けて調べる。
・川の環境に詳しい方をGTとして招く。

◆〇〇川源流探検
◆クリーンキャンペーン
◆生き物捕まえ隊
◆教室の生き物紹介！
◆チラシやポスター製作
・それぞれの活動に必要な情報を収集する。

整理分析 ・アンケート結果について，視点を決めて分
類・整理する。

・これまでに飼育，観察した生き物の状況を，
視点を決めて分類する。

・調べて分かったことを，視点を決めて分類する。

◆生き物がもともとすんでいた環境に近づけることが大
切だ！

・自分たちが実行した取組に参加した人々のアンケー
ト結果を整理する。
◆〇〇川のことが好きになってくれたか？

まとめ
表現
振り返り

・〇〇川の生き物を見たり飼ったりしている
人が少なくて驚いた。たくさんの生き物がい
る〇〇川の環境などについても調べ，生き
物を元気に飼えるようにしたい。

【課題の設定】

◆生き物を元気に飼ったり，〇〇川のこと
をもっと知ってもらうためにはどうすればい
いのかな？

【まとめ・表現】
・生き物のことや調べたことを新聞などにまとめる。

・現在の〇〇川の環境について，気になった点を話し
合う。

【まとめ・表現①】

・みんなの意見をもとに，
取組内容を見直す。（生き
物の解説を増やす，宣伝
活動をする，等）

・新たな取組についても考
える。

【まとめ・表現②】

・取組に対する意見をま
とめる。

・これまで飼ってきた生
き物を〇〇川へ返す。
・お別れの会を開く。

【国語】「課題にそって報告文を書
こう」（書く）

・組み立て表をもとに，相手を意
識して構成を工夫して書く。（思・
判・表）

・文章のまちがいを正したり，読み
手に伝わる表現になっているか読
み返したりする。 （思・判・表）

【理科】「季節と生き物」通年

・生き物のようすが変化する
ことを気温の変化と関係づ
けて，予想をもち，表現する。
（思・判・表）

・動物の活動は，季節の気
温の変化と関係していること
を理解する。（知・技）

実行①

実行②

【国語】「よりよい話し合いの
仕方を考えよう」（話す・聞く）

・友達の考えとの共通点や
相違点を考えながら，司会
の進行にそって話し合う。
（思・判・表）

【国語】「学級新聞
を作ろう」（書く）

・書こうとすること
の中心を明確にし，
伝えたいことを正
確に書き表す。
（思・判・表）

【国語】「不思議図
かんを作ろう」（書
く）

・「不思議図かん」
に必要なものを調
べたり，図を入れ
たりして表現する。
（思・判・表）

【国語】「ポスターを使って発表しよう」（話す・
聞く）

・テーマにそって調べ，理由や事例をあげて資
料をもとにわかりやすく話す。（思・判・表）

・聞き手に話の中心が伝わっているか，確か
めながら話す。 （思・判・表）

・調べたり，ポスターを書いたりする際に，意味
のよくわからない言葉を辞典で調べる。（知・
技）

「考えるための技法」の活用

【社会】「健康なくらしとまちづ
くり」

・ごみを減量するために自分
にできることや取り組みたい
ことを考え，それを適切に表
現する。 （思・判・表）

・市で暮らす人々によるごみ
減量の取り組みと，取り組む
人々の思いを捉え，市民が
ごみの減量に携わっていくこ
との大切さを理解する。（知・
技）
・グラフの見比べ方（技）

【理科】「自由研究」

・調べたことや作った物につ
いて，その過程や結果をまと
める。（技）

・研究の過程や成果などにつ
いて，自分の考えを表現する。
（思・判・表）



小学校総合的な学習の時間の単元計画（例）【第５学年：７０時間】

単元のねらい：

単元のめあて：

【課題の設定】

・社会科の「食糧生産を
支える人々」と関連させ，
GTとともに田植えなどを
体験する。

「おいしいお米がたくさ
ん収穫できるようにしよ
う」

【情報の収集】

・米作りについて知っている
こと，疑問に思っていること
を共有し，必要な情報を収
集する。
・GTにお話を聞く。
・稲の成長の様子を継続的
に観察する。

【整理・分析】

・米作りについて調べてことを分類・
整理する。

・米作りに関わる人々の思いや願い
を整理する。

・日頃の食生活を振り返り，給食のご
はんの残りを減らすための取り組み
を考える。（ごはんもりもりPJ①）

【まとめ・表現】

・米作りについて整理
したことを新聞等にま
とめる。
・ごはんもりもりPJ①の
取組の様子を振り返っ
てまとめる。

【課題の設定】

・「ごはんもりもりプロ
ジェクト②」を進めるた
め取組は何がよいか。
・米菓作り

・ごはんに合うおかず
づくり（ごはんの友）
・PR新聞づくり 等

【整理・分析】

・「米が主役になる」
「みんなで食べられ
る」「日本文化が感じ
られる」という視点に
沿って，作りたいもの
を決める。

【振り返り】

・みんなにごはんをもっ
とたくさん食べてもらうた
めに，自分たちの米菓や
ごはんの友を作ることが
できた。ごはんのよいと
ころなども，多くの人たち
に紹介していきたい。

【課題の設定】

・●●文化祭で伝え
る内容や方法はどの
ようにすればよいか。

【整理分析】
・発表する内容を考える。

・１年間の米作りについての情
報をまとめる。GTの思いや願い
を入れる。

・米菓作り，ごはんの友作りな
ど，活動内容をまとめる。

【振り返り】

・自分たちが活動したことを紹介し
たり，米菓やごはんの友などを実
際に食べてもらうことができてよ
かった。みんなにもごはんのよさ
やおいしく食べる工夫が広がった
かな。

【単元の振り返り】

・お米を育てることの苦労，工夫や，お米を食べる量が年々減っていることなどから，この１年間取り組んできたことを忘れずに，ごはんをおいしく食べる工夫を自分なりに進めたい。米づくり
に関わる人々の「もっと食べてほしい」という思いがよく分かった。日本の食生活を支えてきたお米を，もっと大事にしたいと思った。 など

小
単
元
３

【小単元２のめあて】収穫したお米を使って，「ごはんもりもりプロジェクト②」を進めよう
小
単
元
２

【小単元３のめあて】「ごはんもりもりプロジェクト」の発表会をしよう

小
単
元
１

【小単元１のめあて】米作りを体験し，おいしいお米がたくさん収穫できるようにしよう

20ｈ

30ｈ

20ｈ

【振り返り】

・米作りを体験したり，米作りに携わる人々
の思いや願いを聞いたりして，食料生産の
苦労や工夫，お米をもっと食べてほしいとい
う思いが分かった。自分たちのお米も大切に
育てたい。たくさん収穫できたら，そのお米を
使って調理したり，ごはんに合うおかずなど
を考え，もっとおいしく食べられるような取組
をしてみたい。

【お米の収穫】

・稲刈り，脱穀，
精米をする。

【情報の収集】

・米からどのような食品ができ
ているのか調べる。
・米菓の作り方を調べる。

・全国各地の「ごはんの友」を
調べる。

・ごはんの友に加工できそうな，
地域の農作物等を探す。
・ごはんのよさを調べる。

【まとめ・表現】

・１回目の調理，
試食をする。

・試食の結果を
視点に沿って分
類する。

・専門店の作り
方を調べておく。

準
備

【まとめ・表現】

・１年間の活動内容や，考えたり
したこと，みんなにも「ごはんもり
もりプロジェクト」を進めてほしい
ということ等について，相手意識
や目的意識を明確にしてまとめ
る。

【整理・分析】
・P&Sシートを
使って，改善策
を考える。

・専門店の作り
方も参考にする。

国語科との関連

社会科・理科との関連 特別活動との関連

家庭科との関連

【情報の収集】

・発表する内容を深める
ための情報を再度収集す
る。

・効果的に伝えるための
方法を考える。

国語科との関連

ごはんもりもりプロジェクト ～ 発見！お米の可能性 ～ お米のよいところを発見・発信しよう

米作りや米を使った調理に関わる活動を通して，食料を生産する苦労，工夫，喜びを実感するとともに，米文化の多様性に気付いたり，米菓作りに携わる人々の商
品に寄せる思いや願いを感じ取ったりするとともに，米作りと自分たちを結び付けながら，生活を見直していこうとするようにする。

探究課題（例）： 米の生産や米菓作りに携わる人々の取組や願い，努力や創意工夫



本単元と関連して育成を目指す各教科等の資質・能力（教育出版ver）
単元名： ごはんもりもりプロジェクト ～ 発見！お米の可能性 ～ お米のよいところを発見・発信しよう（小学校第５学年：５０時間）

時期 ９月～１０月 １１月～１月 ２月～３月

探究の
過程

米づくりについて調べたり体験したりした
ことや考えたことをまとめる。（１５時間）

ごはんもりもりプロジェクトを進める（２０時間） ごはんもりもりプロジェクトの
活動を振り返ってまとめよう（１５時間）

課題設定 ・社会科の「食糧生産を支える人々」と関連させ，
GTとともに田植えなどを体験する。
「おいしいお米がたくさん収穫できるようにしよう」

【お米の収穫】
・稲刈り，脱穀，精米をする。

・「ごはんもりもりプロジェクト②」を進めるため取組は何
がよいか。
・米菓作り
・ごはんに合うおかずづくり（ごはんの友）
・PR新聞づくり 等

・●●文化祭で伝える内容や方法はどのよう
にすればよいか。

情報収集 ・米作りについて知っていること，疑問に思ってい
ることを共有し，必要な情報を収集する。
・GTにお話を聞く。
・稲の成長の様子を継続的に観察する。

・米からどのような食品ができているのか調べる。
・米菓の作り方を調べる。
・全国各地の「ごはんの友」を調べる。
・ごはんの友に加工できそうな，地域の農作物等を探す。
・ごはんのよさを調べる。

【情報の収集】

・発表する内容を深める
ための情報を再度収集
する。

・効果的に伝えるための
方法を考える。

整理分析 ・米作りについて調べたことを分類・整理する。
・米作りに関わる人々の思いや願いを整理する。

・日頃の食生活を振り返り，給食のごはんの残り
を減らすための取り組みを考える。（ごはんもりも
りPJ①）

【整理・分析１】

・「米が主役になる」「みん
なで食べられる」「日本文
化が感じられる」という視
点に沿って，作りたいもの
を決める。

【整理・分析２】
・P&Sシートを使って，改
善策を考える。

・専門店の作り方も参考
にする。

・発表する内容を考える。

・１年間の米作りについての情報をまとめる。
GTの思いや願いを入れる。
・米菓作り，ごはんの友作りなど，活動内容を
まとめる。
＜準備＞

まとめ
表現
振り返り

・米作りについて整理したことを新聞等にまとめる。
・ごはんもりもりPJ①の取組の様子を振り返ってま
とめる。
【期待する振り返り】

・米作りを体験したり，米作りに携わる人々の思い
や願いを聞いたりして，食料生産の苦労や工夫，
お米をもっと食べてほしいという思いが分かった。
自分たちのお米も大切に育てたい。たくさん収穫
できたら，そのお米を使って調理したり，ごはんに
合うおかずなどを考え，もっとおいしく食べられる
ような取組をしてみたい。

・１回目の調理，試食をする。
・試食の結果を視点に沿って分類する。
・専門店の作り方を調べておく。

【期待する振り返り】

・みんなにごはんをもっとたくさん食べてもらうために，
自分たちの米菓やごはんの友を作ることができた。ごは
んのよいところなども，多くの人たちに紹介していきたい。

・１年間の活動内容や，考えたりしたこと，み
んなにも「ごはんもりもりプロジェクト」を進め
てほしいということ等について，相手意識や
目的意識を明確にしてまとめる。

【期待する振り返り】

・自分たちが活動したことを紹介したり，米菓
やごはんの友などを実際に食べてもらうこと
ができてよかった。みんなにもごはんのよさ
やおいしく食べる工夫が広がったかな。

２

３

１

【社会】「米づくりのさかんな地域」

・米が収穫されるまでには，春か
ら秋にかけて，さまざまな仕事が
あることを理解する。（知・技）

・写真やグラフなどの資料から事
実を正確に読み取り，日本の米
づくりには，どのような課題がある
のかを捉えている。（知・技）

【社会】「米づくりのさかんな地域」

・環境への影響に配慮した米づくりや，
昔ながらの知識を生かした米づくりの様
子を読み取り，米づくりに携わる人がど
のような思いをもっているかについて考
え，表現する。（思・判・表）

・米づくりに携わる人たちが課題を乗り
越え生産を続けていくために，さまざま
な工夫や努力をしていることを考え，表
現する。（思・判・表）

【理科】植物の発芽，成長

・植物は，種子の中の養分を基
にして発芽することを理解する。

・植物の発芽には，水，空気及
び温度が関係していることを理
解する。

・植物の成長には，日光や肥
料などが関係していることを理
解する。（知・技）

・植物の育ち方について追究す
る中で，植物の発芽，成長及び
結実とそれらに関わる条件に
ついての予想や仮説を基に，
解決の方法を発想し，表現す
る。（思・判・表）

【国語】「情
報ノートを
作ろう」（書
くこと）

・目的や意
図に応じて，
書く事柄を
集めている
（思・判・
表）

【国語】「紹介ポスターを作ろう」（書
くこと）

・目的や意図に応じて，感じたこと
や考えたことなどから書くことを選
び，集めた材料を分類したり関係
付けたりして，伝えたいことを明確
にする（思・判・表）

・筋道の通った文章となるように，
文章全体の構成や展開を考える
（思・判・表）

【国語】「意見交換会をしよう」
（話す・聞く）

・互いの立場や意図を明確に
しながら計画的に話し合い，
考えを広げたりまとめたりす
る（思・判・表）

・テーマについて自分の立場
をふまえ，理由や根拠をあげ
ながら話をしている。（思・判・
表）

【国語】「わが町ベスト・スリーを
決めよう」（話す・聞く）

・目的に合うように構成を考え
て，話をしている。（思・判・表）

・話の内容が明確になるように，
事実と感想，意見とを区別する
など，話の構成を考える。（思・
判・表）

【国語】「世界遺産 白神山地
からの提言」（読む・書く）

・資料の文や言葉を引用したり，
図表やグラフなどを用いたりし，
自分の考えが伝わるように書く。
（思・判・表）

・事実と感想，意見とを区別し
て書いたりするなど，自分の考
えが伝わるように書き表し方を
工夫する（思・判・表）

【家庭】「食べて元気に」

・栄養を考えて食事をとること
の大切さについて理解している。
（知・技）

・３つのグループの食品を組み
合わせることにより，栄養のバ
ランスがよい食事になることを
理解している。 （知・技）



小学校総合的な学習の時間の単元計画（例）【第６学年】

単元のねらい：

単元のめあて：

【単元のめあて】

自分たちが住んでいる
地域が世界農業遺産に
認定されていることにつ
いて，知っていることや
知らないこと等を出し合
い共有し，単元のめあ
てを設定する。

【情報収集】

・ため池やクヌギ林を実際に
歩いてみる。

・ゲストティーチャーの話を聞
く。
・しいたけを使った料理教室

・シチトウイで作品を作ってい
る芸術家との交流

【整理分析】
・体験活動やGTの話など
について，マトリックス等で
視点を決めて整理する。

・どのような情報がどの程
度集まっているか確認す
る。

【まとめ・表現】

・体験活動等で得た
情報について，「世界
農業遺産じまん新
聞」にまとめる。

【振り返り】

・日ごろはあまり意識して
いなかったけど，自分たち
の住んでいる地域には自
慢できるものがたくさんあ
ることが分かった。地元の
人たちや，このあたりを訪
れる観光客の方たちは，
この地域のいいところを
知っているのかな？

【情報の収集】

・空港や道の駅など
で，世界農業遺産や
自分たちが体験して
きたことについて，
知っているかどうか
調査する。

【課題の設定】

・自分たちの地域
の自慢を，もっと
多くの人たちに
知ってもらうため
には，どうすれば
よいか。

【情報の収集】

・小単元１で体験したこと
について，「これは絶対
伝えたい！広めたい」こと
を絞り込むために，GTに
話を聞いたり，再度体験
したりする。

【整理分析】

・伝えたいことがら（しいた
け，クヌギ林，シチトウイ，
ため池と農業など）ごとに，
伝えたい内容をピラミッド
チャート（ランキング）で絞
り込む。

【まとめ・表現】

・伝えたい内容が決まったら，
伝えるための効果的な方法を
考える。（国語科との関連）

・より効果的に伝えるための素
材を収集する。（写真，動画な
ど）

【振り返り】

・世界農業遺産について，よく
知っている人と知らない人がいた。
もっとよく知ってもらうために，伝
えたいことと方法をみんなで考え
た。これから伝えるための準備を
して，多くの人たちに世界農業遺
産のすばらしさを伝えていきたい。

【課題の設定】

・自分たちの発表
をもっとよくするに
は，どうすればよ
いか。

【情報収集】

・グループごとに発表を見合い，意見
交換をする。

・自慢を伝えるためにつくったチラシや
新聞などを多くの人に見てもらい，意
見をもらう。

【整理分析】
・意見交換をしたり，多くの人の意見をKJ法でまとめ，
解決すべき事柄を見出す。
・解決すべき課題と改善策を，P&Sシートを用いて考
える。

・チラシやポスターなど，日ごろ目にしているものと自
分たちのものと比較し，効果的な表現について考える。

【まとめ・表現】
・GT，体験活動でお世話になった方々，地域の方
などを招いて世界農業遺産の自慢発表会を行う。
・実際に体験活動を行うブースを設ける。
・農産物を使って開発した料理等を振舞う。

・チラシやポスター，パンフレットなどを観光協会
の方にプレゼンする。

【単元の振り返り】（期待する姿）

・１年間学習してきて，自分たちにはたくさん自慢できることがあった。農産物などに関わっている人たちが，どんな思いで働いているのかも分かった。地域のすばらしさについて，伝えたいこ
とや方法をみんなで考えて，多くの人たちに伝えられたと思う。自分たちの住んでいる地域がとてもいいところなんだということがわかったから，これからもっと大事にしていきたい。 など

小
単
元
３

【小単元２のめあて】世界農業遺産についての調査をして，発信する内容と方法を決めよう
小
単
元
２

【小単元３のめあて】今まで調べたり体験したりして見付けた世界農業遺産の自慢を発信しよう

小
単
元
１

【小単元１のめあて】世界農業遺産について調べよう

20ｈ

35ｈ

15ｈ

国語科との関連

国語科との関連

国語科との関連

【単元を通した課題】

★実際に歩いたり，体
験したりして，自分たち
の住んでいる地域には
自慢できるものがたくさ
んあった。このことを，
もっとたくさんの人に
知ってもらおう！

世界農業遺産の自慢を発信しよう

自分たちの地域の世界農業遺産についての探究的な学習や，その維持と発展にむけて尽力する人々に関わる活動を通して，自分たちの地域にある
世界農業遺産のすばらしさやよさを理解し，郷土を大切にしようとするようにする。

探究課題（例）： 世界農業遺産の仕組みや価値とその維持・継承に向けて取り組む人々の努力や創意工夫と思いや願い



本単元と関連して育成を目指す各教科等の資質・能力（光村ver）
単元名： 世界農業遺産の自慢を発信しよう（小学校第６学年：７０時間）

時期 ５月～９月 １０月～１２月 １月～２月

探究の
過程

世界農業遺産について調べたり体験したりし
たことや考えたことをまとめる。（３５時間）

世界農業遺産について発信する内容や方法を
考える（２０時間）

世界農業遺産の自慢を発信する
（１５時間）

課題設定 自分たちが住んでいる地域が世界農業遺産に認
定されていることについて，知っていることや知ら
ないこと等を出し合い共有し，単元のめあてを設
定する。

★実際に歩いたり，体験したりして，自分たちの住んで
いる地域には自慢できるものがたくさんあった。このこと
を，もっとたくさんの人に知ってもらおう！

・空港や道の駅などで，世界農業遺産や自分たちが体
験してきたことについて，知っているかどうか調査し，整
理して課題を設定する。

「自分たちの地域の自慢を，もっと多くの人たちに知っ
てもらうためには，どうすればよいか。」

今まで調べたり体験したりして見付けた世界
農業遺産の自慢を発信しよう

・自分たちの発表をもっとよくするには，どう
すればよいか。

情報収集 ・ため池やクヌギ林を実際に歩いてみる。
・ゲストティーチャーの話を聞く。
・しいたけを使った料理教室
・シチトウイで作品を作っている芸術家との交流

・小単元１で体験したことについて，「これは絶対伝えた
い！広めたい」ことを絞り込むために，GTに話を聞いた
り，再度体験したりする。

・グループごとに発表を見合い，意見交換を
する。

・自慢を伝えるためにつくったチラシや新聞な
どを多くの人に見てもらい，意見をもらう。

整理分析 ・体験活動やGTの話などについて，マトリックス等
で視点を決めて整理する。

・伝えたいことがら（しいたけ，クヌギ林，シチトウイ，た
め池と農業など）ごとに，伝えたい内容をピラミッド
チャート（ランキング）で絞り込む。

・意見交換をしたり，多くの人の意見をKJ法で
まとめ，解決すべき事柄を見出す。
・解決すべき課題と改善策を，P&Sシートを用
いて考える。

・チラシやポスターなど，日ごろ目にしている
ものと自分たちのものと比較し，効果的な表
現について考える。

まとめ
表現
振り返り

・体験活動等で得た情報について，「世界農業遺
産じまん新聞」にまとめる。

【期待する振り返り】

・日ごろはあまり意識していなかったけど，自分た
ちの住んでいる地域には自慢できるものがたくさ
んあることが分かった。地元の人たちや，このあた
りを訪れる観光客の方たちは，この地域のいいと
ころを知っているのかな？

・伝えたい内容が決まったら，伝えるための効果的な方
法を考える。（国語科との関連）

・より効果的に伝えるための素材を収集する。（写真，
動画など）

【期待する振り返り】

・世界農業遺産について，よく知っている人と知らない
人がいた。もっとよく知ってもらうために，伝えたいことと
方法をみんなで考えた。これから伝えるための準備をし
て，多くの人たちに世界農業遺産のすばらしさを伝えて
いきたい。

・GT，体験活動でお世話になった方々，地域
の方などを招いて世界農業遺産の自慢発表
会を行う。
・実際に体験活動を行うブースを設ける。
・農産物を使って開発した料理等を振舞う。

・チラシやポスター，パンフレットなどを観光
協会の方にプレゼンする。

【社会】「国の成り立ち」

・遺物を観察，当時の暮らし体
験などの際に，今の自分の暮
らしと比べながら，縄文時代
の暮らしの様子を想像する。
（思・判・表）

・米作りが始まったことによる
人々の暮らしや社会の様子の
変化について理解する。（知・
技）

【社会】「都市の発
展と江戸の文化」

・江戸時代の人々
の暮らしや文化に
ついて，その担い
手や文化が人々の
生活に果たした役
割について考える。
（思・判・表）

【理科】「生物どうしの関わり」

・生物は，水及び空気を通して
周囲の環境と関わって生きて
いることを理解する。（知・技）

・人は，環境と関わり，工夫して
生活していることを理解する。
（知・技）

・生物と環境について追究する
中で，生物と環境との関わりに
ついて，より妥当な考えをつくり
だし，表現する。（思・判・表）

【国語】「学級討論会を
しよう」（話す・聞く）

・自分の主張・根拠と
対比しながら聞いてい
る。（思・判・表）

・話題に対する肯定･
否定両方の立場で自
分の考え方，感じ方を
もっている。（思・判・
表）

【国語】「未来がよりよくあるた
めに」（話す・聞く／書く）

・自分の考えや意見とは異な
る立場に立つ他者の存在を
意識し，構成を工夫して書く。
（思・判・表）

・互いの立場や意図をはっき
りさせながら，質問や助言を
入れて，計画的に話し合う。
（思・判・表）

【国語】「自然に学ぶ暮らし」（読
む）

・筆者の考えについて，経験や
知識と照らし合わせて，自分の
考えをまとめる。（思・判・表）

【国語】「今，私は，ぼくは」（話
す・聞く）

・伝えたい話題を決め，必要な
資料を準備している。（思・判・
表）

・適切に内容を組み立て，印象
深く伝わるように話し方を工夫
して，スピーチしている。（思・
判・表）

・話し手が，何を，誰に，どんな
思いで伝えようとしているかを
聞いている。 （思・判・表）

【家庭】「共に生きる生活」

・身近な人びととのかかわりに
ついて見直し，快適に生活する
ための方法について考えたり，
自分なりに工夫したりしている。
（思・判・表）

・自分の生活を見直し，環境に
配慮した物の使い方などにつ
いて考えたり，自分なりに工夫
したりしている。（思・判・表）

【家庭】「くふうしようおいしい食
事」

・材料や目的に応じたゆで方や
いため方について考えたり，自
分なりに工夫している。（思・
判・表）

【社会】「歴
史新聞を作
ろう」

・これまでに
学習した内
容を適切に
盛り込んで
新聞にまと
める。（思・
判・表）

【国語】「ようこそ，私た
ちの町へ」（書く）

・文章全体の効果を考
えて構成するとともに
キャッチコピーを付け
るなど，表現を工夫し
て書く。 （思・判・表）

・目的や相手の知りた
い情報に応じて，文章
の内容を考えている。

【国語】「伝
えられてき
たもの」（読
む）

・現代でも
親しまれて
いる伝統文
化について
理解する。
（知・技）



小学校総合的な学習の時間の単元計画（例）【第６学年：７０時間】

単元のねらい：

単元のめあて：

【導入・課題の設定】

・大分市の特産品であるにら
に出会い，知っていることや
知らなかったことを共有し，単
元のめあてを設定する。

【情報収集】
・にらについての情報を調べる
・ゲストティーチャー（にら農家・JA
おおいたにら部会の方）の話を聞く。

・にらを使った調理実習を行い，に
らを味わう。
・にらを栽培する。

【整理分析】

・集めたにらについての情
報を，フィッシュボーン等
を用いて構造化する。

【まとめ・表現】

・調べたにらのよさ・
すばらしさを伝えるた
めの，PR計画をたて
る。

【振り返り】

・自分もにらについてこれまで詳しくな
かったけど，たくさん調べて，栄養満点
のすごい野菜だということがわかった。
にらを使ったオリジナル料理をつくって，
たくさんの人に食べてもらえれば，大分
に興味や関心をもってもらえると思う。大
分の一般の人は，今どれぐらいにらにつ
いて知っているのか気になる。

【課題の設定】

・大分の人が
どれぐらいにら
に興味や関心
をもっているの
か調べよう

【情報収集】

・大分駅前で
の街頭調査
・ICTを活用し
たインター
ネット上での
アンケート調
査

【整理分析】

・アンケート結果を
項目ごとに円グラ
フに整理する

・にらやにら料理
に対する興味・関
心の程度を世代ご
とに分析する

【まとめ・表現】

・分析の結果か
ら，PRの対象を
20代に，PRの方
法をオリジナル
にら豚を開発す
ることに決定す
る。

【課題の設
定】
・20代の人
に興味・関
心をもって
もらうため
に，オリジナ
ルにら豚を
開発しよう

【課題の設定】

・オリジナルに
ら豚をたくさん
の人に食べて
もらうには，ど
うすればよい
か

【情報収集】
・PRの場とし
て考えられる
ものの調査

【整理分析】
・エンジン０１in大分，大
学の学食でのメニュー提
供，大分駅での配布，県
庁での配布等の案の中
から，時間対効果・費用
対効果を視点に分析し，
エンジン０１，大学学食へ
のメニュー提供が決定

【整理・分析】

・エンジン０１
での成果をKJ
法で分析

【単元の振り返り】（期待する姿）
・1年間の学習を振り返ると，にらが大好きになった1年間でした。エンジン０１と学食PRで，目標にしていた10代・20代の人にもたくさんにら豚をPRすることができ，大分にも興味をもってくれた
という成果が出せたので，とてもうれしいです。自分たちのしたことに誇りを感じます。にら農家さん，大分市役所の方，王府の方，協力してくれた方々に感謝したいです。 など

小
単
元
４

【小単元２のめあて】PRの対象と方法を考えよう
小
単
元
２
・
３

【小単元３のめあて】オリジナルにら豚を多くの人に食べてもらい，大分をPRしよう

小
単
元
１

【小単元１のめあて】にらについて調べよう

15ｈ

35ｈ

20ｈ

算数科との関連

オリジナルにら料理で大分をPRしよう

大分市の特産品であるにらについての探究的な学習や，その生産や販売，大分市発祥であるにら豚の開発・広報活動に携わる人々に関わる活動を
通して，相手や目的を明確にして内容を焦点化しながら表現する力を育成するとともに，郷土を大切にしようとするようにする。

探究課題（例）： にらの生産・販売や大分市の特産品として宣伝活動に携わる人々の努力や創意工夫と思いや願い

家庭科との関連

【情報収集】

・にら豚発祥
の店である王
府での実地調
査

【整理分析】

・王府のにら豚の
味をPMIで整理
・オリジナルにら豚
の方向性を検討

【まとめ・表現】

・オリジナルに
ら豚の開発

【情報収集】

・オリジナル
にら豚の試食

【整理分析】
・PMIを用いた改善
案の検討

【まとめ・表現】

・オリジナルに
ら豚の改善

【まとめ・表現】

・アンケートの回答率
が低く，客観的な成果
がはっきりといえない

【まとめ・表現】
・エンジン０１in
大分への参加

【課題の設定】
・大学でのPRで，成果を分析する
ために，アンケートの回収率を上
げるにはどうすればよいか

【情報収集，整理・分析】

・うまくいった前回のアンケートの
実施方法との比較

【まとめ・表現】

・大学の学食でのメニュー
提供とPR活動の実施

【整理・分析】
・PR活動の成
果を分析

図工・国語科との関連

【小単元３のめあて】オリジナルにら料理を開発しよう



本単元と関連して育成を目指す各教科等の資質・能力（例）
単元名： オリジナルにら料理で大分をPRしよう（小学校第６学年：７０時間）

時期 ５月～７月 ９月～１０月 １０月～１２月 １月～２月

探究の
過程

大分の特産物であるにらにつ
いて，調べたり体験したことを
まとめる。（１５時間）

にらについてのPRの対象と方法を
考える（１０時間）

オリジナルにら料理を開発する
（２５時間）

オリジナルにら料理をPRする
（２０時間）

課題設定 ・大分市の特産品であるにらに出
会い，知っていることや知らなかっ
たことを共有し，単元のめあてを
設定する。

・大分の人がどれぐらいにらに興味や
関心をもっているのか調べよう。

・１０～２０代の人に興味・関心をもって
もらうために，オリジナルにら豚を開発
しよう。

・オリジナルにら豚をたうさんの人
に食べてもらうにはどうすればい
いか考えよう。

情報収集 ・ICTや図書資料を用いて，にらに
ついて調べる。
・にら農家の方，JAおおいたにら部
会担当者の方に話を聞く。
・にらを自分たちでも栽培する。
・にら料理を調理し，味わう。

・大分駅前での街頭調査
・インターネット上でのアンケート調査

・にら豚発祥の店である王府での実地
調査

・PRの場として考えられるものは
何があるか調査

整理分析 ・集めたにらについての情報を，
フィッシュボーンを用いて構造化し
て整理する。

・アンケート結果を円グラフで整理

・にらやにら料理に対する興味・関心
の程度を，世代・性別ごとに分析する

・王府のにら豚の味をPMIで整理
・グループごとににら豚レシピを考案
・オリジナルにら豚の味をPMIで整理

・案の中から，時間対効果・費用
対効果を視点に分析
・PR活動後のに取組の成果をKJ法
で分析

まとめ
表現
振り返り

・調べたにらのよさ，すばらしさを
伝えるためのPR計画をたてる。

【期待する振り返り】

・自分もにらについてこれまで詳し
くなかったけど，たくさん調べて，
栄養満点のすごい野菜だというこ
とがわかった。にらを使ったオリジ
ナル料理をつくって，たくさんの人
に食べてもらえれば，大分に興味
や関心をもってもらえると思う。大
分の一般の人は，今どれぐらいに
らについて知っているのか気にな
る。

・PRの対象：10～20代
PRの方法：オリジナルにら豚を開

発して食べてもらう
ことに決定する。

【期待する振り返り】

・１０～２０代の人がにらについて食べ
る機会も，興味も少ないことがわかっ
た。にら豚が大分発祥ということも知ら
れていないので，若い人向けのオリジ
ナルにら豚を作りたい。

・オリジナルにら豚開発のための調理
実習

・オリジナルにら豚改善のための調理
実習

【期待する振り返り】

・王府で教えてもらったレシピを土台に，
何度も改善を繰り返したおかげで，オ
リジナルにら豚はとてもおいしいものに
なった。これをたくさんの人に食べても
らいたい。これまでは何となくお祭りな
どで売ろうとしかかんがえていなかっ
たけど，時間もお金も限られているか
ら，PRの場がどこがいいのかを考えた
い。

・エンジン０１，大学の学食でのPR
の実施

【期待する振り返り】
・1年間の学習を振り返ると，にら
が大好きになった1年間でした。エ
ンジン０１と学食PRで，目標にして
いた10代・20代の人にもたくさんに
ら豚をPRすることができ，大分にも
興味をもってくれたという成果が出
せたので，とてもうれしいです。自
分たちのしたことに誇りを感じます。
にら農家さん，大分市役所の方，
王府の方，協力してくれた方々に
感謝したいです。

【家庭科】「いためてつくろう朝食」

・材料や目的に応じたいため方につい
て考えたり，自分なりに工夫したりして
いる。（思・判・表）

・調理の目的や材料にあった洗い方，
切り方，味の付け方，色どりや食べや
すさを考えた盛り付けや配膳，衛生的
で環境に配慮した後片付けについて考
えたり，自分なりに工夫したりしている。
（思・判・表）

【国語】「パネルディスカッション
をしよう」（話す・聞く）

・本や資料を用いたり，インタ
ビューやアンケートを行ったりし
て調べ，自分の考えを根拠付
けたり，より幅広い視点から考
えを見直して意見をまとめたり
している。（思・判・表）

・座談会やパネルディスカッショ
ンなどの公開討論会の形式を
利用し，互いの考えの違いを
大事にしながら，時間内にまと
められるよう，発言内容や発言
回数に注意して話し合っている。
（思・判・表）

・収集した知識や情報のメモや
ノートの内容を比較・対照した
り分類したりして，提示する資
料や内容を選んでいる。（思・
判・表）

【社会】「わたしたちの願いと
政治の働き」

・資料やインターネットを活用
したり，聞き取り調査をしたり
して，地方公共団体や国の
政治の働きについて必要な
情報を集め，読み取っている。
（知・技）

・調べたことをレポートや作品
などにまとめている。（知・技）

【国語】「意見文を書こう」（書く）

・現状認識と問題提起，解決に
向けての提案とその事例の提
示，結論や展望といった意見を
述べる文章に必要な構成を考
えて，集めた材料を構成してい
る。（思・判・表）

【算数】「資料の調べ方」

・資料の平均や散らばり
を用いて集団の特徴を
考えている。（思・判・表）

【図工】「デザインをしよう」

・心や感情について自分の思
い描いたイメージが表れるよう
な形や色を考えている。（思・
判・表）

・絵の具や筆などの特徴を生
かしながら，濃淡やにじみ，重
なりや動きなど，表し方を工夫
している。（知・技）

【家庭科】「物や金銭の使い方
と買物」

・限りある物や金銭の使い方に
ついて理解している。（知・技）

・購入しようとする物の品質や
価格などの情報を活用し，目的
に合った物の選び方や買い方
について考えたり，自分なりに
工夫したりしている。（思・判・
表）

【国語】「学校案内パンフレット
をつくろう」（書く）

・自分が他の人に是非薦めた
いと思う事物のよさを，確かな
根拠をもって選んだり，他と比
較してのよさを捉えたりしてい
る。（思・判・表）

・不特定の相手にもよさが伝わ
るように，複数の根拠や事例を
挙げたりよさを表すのにふさわ
しい推薦するための語句をつ
かったりしながら，事物を推薦
する文章を書いている。（思・
判・表）

※大分大学教育学部附属
小学校の実践から


